
東三河ドローン・リバー構想
推進協議会

令和３年３月２９日（月）

豊川市民プラザ
第２回総会
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次 第

１ 開会 13:30

２ 会長あいさつ

３ オブザーバー紹介

４ 令和２年度成果報告について

(1)全体概要報告

(2)物流研究会

(3)作業省力化研究会

(4)災害対応研究会

≪ 休憩・展示スペース見学 ≫

５ 議事

第１号議案 「東三河ドローン・リバー構想」の策定について

６ 顧問あいさつ

７ 閉会 15:30

≪ 展示スペース見学 ≫ 2



令和２年度成果報告

全体概要報告
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東三河ドローン・リバー構想推進協議会
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左：穂積新城市長、右：竹本豊川市長 【設立年月日】令和２年８月１日

【役員】任期２年

【顧問】国会、県会議員及び市議会議長 ７名

【オブザーバー】左記７機関（地方機関含む） 12名

【事務局】豊川市及び新城市 企画部企画政策課

豊川商工会議所及び新城市商工会

役職 所属代表者

会 長 豊川市長

副会長 新城市長、豊川商工会議所会頭、新城市商工会会長

会 計 豊川ビジョンリサーチ会長

幹 事
ひまわり農協代表理事組合長、愛知東農協代表理事組合長、
豊川信用金庫理事長

監 査
一般社団法人奥三河ビジョンフォーラム理事長、
一般社団法人みかわドローン協会代表理事

内閣官

房, 1

国土交通省, 3

経済産業省, 2農林水産省, 2

防衛省, 1

JAXA, 1

愛知県, 2オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
画
数



協議会

物流研究会 作業省力化

研究会

災害対応

研究会

ワーキング

チーム

地元企業・関係団体・
自治体

会員（会費制）

ドローン・エアモビリ
ティ関連企業

協力会員

東三河ドローン・リバー構想推進協議会
組織体制図 協議会の組織体制

項目 内 容

会員
(議決権)

・東三河及び近隣市町村の区域内に本社、
支店又は営業所を有する企業、事業所又
は団体

・豊川市及び新城市

協力会員
ドローン・エアモビリティに関する技術を
有する企業又は団体

ﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑ
・事業執行に係る企画又は立案
・各研究会との連絡調整、協議会との共有
・協議会活動の周知

物流研究会
・物流に関すること
・飛行ルートの構築に関すること

作業省力化
研究会

・農林業での物資輸送、獣害被害の把握
・測量、工事現場における安全確保等作業

の省力化に関すること

災害対応
研究会

災害時の初動体制の構築等災害対応に関す
ること 5
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東三河ドローン・リバー構想推進協議会
協議会会員名簿（50音順） ※2021.3.17現在

会員（40社・団体【行政2市含む】）

あいおいニッセイ同和損
害保険(株)

サインボードベイス 豊川ビジョンリサーチ

（公社）愛知県公共嘱託
登記土地家屋調査士協会
東三河地区

三信建材工業(株) (株)トヨテック

愛知東農業協同組合 新城市商工会
(有)トータルネットワーク
サービス

(株)葵設計事務所 生活協同組合コープあいち (株)日本道路システム

石国産業(株) (株)田村組 ひまわり農業協同組合

宇都宮工業(株) (株)中部 (株)フジヤマ

(株)エムアンドシー 中部電力パワーグリッド(株) ベルエアーシステムズ(株)

（一社）奥三河ビジョン
フォーラム

(株)東海理化電機製作所 (有)丸栄

(有)河合精工 東郷ドローン防災飛行隊 (株)みかわ元気ものがたり

後藤コンクリート工業(株) 東陽建設(株) （一社）みかわドローン協会

コニカミノルタ(株) 東和鋼業(株) ミヤチ(株)

サーラエナジー(株) 豊川商工会議所 ユタカコーポレーション(株)

サーラ物流(株) 豊川信用金庫 豊川市・新城市

協力会員（16社）

ＩＣソリューションズ(株) (株)テラ・ラボ

(株)カナエジオマチックス (株)トラジェクトリー

(株)クリーク・アンド・リバー社 ドローンデジタルアーツ

(株)グリーンサービス 中北薬品(株)

国際航業(株) 中日本航空(株)

三協立山(株) 名古屋鉄道(株)

(株)スカイピーク (有)森山環境科学研究所

中京テレビ放送(株) (株)矢沢設計



実証実験
（予定を含む）

7

■実施場所

豊川市 ４回

新城市 ３回

■活用分野

物流 ３回

作業省力化 ４回

■実施事業者

延べ 27社
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啓発・販路開拓
JapanDrone2020への出展 R2.9.29～9.30 幕張メッセ

■協議会従事者

9/29 11名

9/30 12名

■名刺交換

76社（者）
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ボ
ッ
ク
ス
か
ら
関
連
部
品
へ

物流実証実験
にて使用

■事業者（連携体）
ミヤチ（株）

(有)河合精工

(有)高山ネーム製作所

(株)トヨテック 等

【ものづくり補助金採択】

■事業者
宇都宮工業（株）

コニカミノルタ(株)

開発製品（ドローンポート・輸送ケース及び遮熱ボックス）



10

視察（国産機メーカーのデモ飛行） R2.11.3 新城市内ﾀｹﾀﾞﾋﾞﾃﾞｵ

■事業者
（株）石川エナジーリサーチ

【群馬県】

農業用
噴霧用液体タンク8㍑

1haを10分で散布

最大飛行速度15～20㎞/h

測量・空撮用
ペイロード5㎏

飛行時間45分（無し）

最大飛行速度45㎞/h

参加者 20名
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人材育成（地域の担い手の拡大）

■事業者（地域内）

ユタカコーポレーション（株）

（株）エムアンドシー

三信建材工業（株）

（一社）みかわドローン協会 等

■事業者（地域外）

（株）トラジェクトリー

（株）スカイピーク

■令和３年２月12日

地域内企業を対象とし
た人材育成セミナーを
企画・調整

新型コロナ緊急事態
宣言により延期



各研究会の取組

※ZOOMによるオンライン併用で開催
（オブザーバー・協力会員の参画）
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各研究会の開催状況（ワーキングチーム・分科会を含む）

研究会名 開催数 参加者 開催日 内 容

物流
第１回 48名 2021.1.8 代表者の決定、実証実験の運営、実証実験フィールド

第２回 36名 2021.2.17 実証実験の運営、実地研修

作業省力化
第１回 41名 2021.1.13 代表者の決定、分科会の設置、分科会の運営

第２回 34名 2021.3.18 分科会からの報告、構想案、実証実験の案内

(農業分科会) 第１回 15名 2021.2.4 農業分野でのドローンの活用実績、農家から見た展望

(ｲﾝﾌﾗ点検
分科会)

― 32名 2021.2.10
UAVを用いた橋梁点検の有効性及び省力化の確認に関す
る実証実験

災害対応
第１回 48名 2021.2.16

代表者の決定、豊川市の防災対策、システム構築、取組
事例の紹介

第２回 42名 2021.3.11 施設見学、各団体との意見交換、システム構築及び構想

ワーキング
チーム

第１回 32名 2020.11.24 代表者の決定、協議会及び研究会の運営

第２回 33名 2021.1.8
各所属の進捗報告、人材育成セミナ－in豊川、実証実験
の協力

参加者はWeb参加を含む 延べ361名参加
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物流研究会
■所掌

ドローン・エアモビリティに関する技術を活用
した輸送サービスの効率化等の物流に関すること及
びドローンの飛行ルートの構築に関すること。

■代表者（敬称略）

座長：ミヤチ株式会社（会員）

代表取締役 宮地 清和

座長代理：株式会社トラジェクトリー（協力会員）

代表取締役社長 小関 賢次

第１回開催
（令和３年１月８日）

開発製品の紹介と地域主体による実証実験を企画

会員 15社・団体
協力会員10社 計25社・団体
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◆実施日 令和３年３月２８日（日）

午後２時００分～２時３０分

◆目 的 山間部過疎地域での災害時における避難所間

の物資輸送

◆場 所 新城市海老地区（河川上を飛行ルートとする）

海老構造改善センター ⇒ 旧海老小学校

◆距 離 約１km（飛行時間３分・飛行速度５m/s）

※飛行レベル２（目視内での自動・自律飛行）

◆機 体 DJI製 Matrice300RTK

◆参画事業者

会員：６社、協力会員：３社、従事協力：地元団体及び行政２市

物流実証実験の概要

海
老
川
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実証実験
実施体制第

２
回
物
流
研
究
会

（令
和
３
年
２
月
17
日
）

協力（監視員）

協
力

（記
録
撮
影
）

【赤
枠
】
会
員

（地
域
内
）

【緑
枠
】
協
力
会
員

（地
域
外
）

開発製品

地域での
運航先進技術

ド
ロ
ー
ン
ポ
ー
ト

３次元地図

オペレーション

輸
送
ケ
ー
ス

遮
熱
ボ
ッ
ク
ス

航空管制システム

(

有)

河
合
精
工
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作業省力化研究会
■所掌

センシング技術及びドローン・エアモビリティに関する技術の
併用による農業及び林業の分野における物資輸送、獣害被害の把
握、測量、工事現場における安全確保等に係る作業の省力化に関
すること。

■代表者（敬称略）

座長：株式会社田村組（会員） 代表取締役 田村 太一

座長代理：三信建材工業株式会社（会員）

取締役 開発室長 石田 晃啓

※農業・インフラ点検ごとに分科会を設置

分科会事務局 農業：愛知東農業協同組合

インフラ点検：株式会社フジヤマ

第１回開催
（令和３年１月13日）

UAVを用いた橋梁点検の有効性確認試験を企画

会員 14社・団体
協力会員９社 計23社・団体



作業省力化研究会（農業分科会）

■先駆的に取組む農家との意見交換を実施

※導入経費の一部をひまわり農業協同組合が補助

■農薬散布にて活用（圃場15ha【水稲】）

作業効率化：従来3日（5ha/日）⇒ﾄﾞﾛｰﾝ2日（8ha/半日）

ムラなく散布可能、飛沫しない、疲れない

■使用機体 DJI製 Agras MG-1P RTK第１回開催
（令和３年２月４日）
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作業省力化研究会（インフラ点検分科会）

地域内企業の

参加促進

各事業者で

チラシ作成

地域経済の活性化へ

実装者の拡大

橋梁点検に係る実証実験

■開催日 令和３年２月10日

■実施事業者

(株)フジヤマ、三信建材工業(株)

■参加者 32名
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作業省力化研究会

第２回開催
（令和３年３月18日）

橋梁点検（公共事業）への新技術活用の手法を検討

国土交通省 点検支援技術性能カタログ掲載の支援

分科会の活動内容を研究会で報告・共有

費用対効果の検証を検討



21

災害対応研究会

第１回開催
（令和３年2月16日）

■所掌

ドローン・エアモビリティに関する技術を活用し
た災害時の初動体制の構築等災害対応に関すること。

■代表者（敬称略）

座長：豊川市企画部防災担当課（会員）

課長 土居 秀三

座長代理：株式会社トラジェクトリー（協力会員）

代表取締役社長 小関 賢次

既存の活動（防災訓練）に空の視点を追加した
オペレーションシステム構築の検討を実施

会員 11社・団体
協力会員９社 計20社・団体
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災害対応研究会
■豊川市防災センター＆豊川市防災ドローン航空隊

建設場所：豊川市役所 敷地内
延床面積：1,205.61㎡
構造形式：免震構造
構造種別：鉄筋コンクリート造
工 期：着工 Ｈ30年９月

完成 Ｒ元年10月
Ｒ２年４月 開館

地域の資源を活用し、
災害に強いまちづくりへ

防災ドローン航空隊
（Ｈ29年度～）

防災センター
（Ｒ２年度～）

災害時オペレーション

システム構築（Ｒ３年度～）



災害対応研究会

第
２
回
開
催

（令
和
３
年
３
月
11
日
） 初動の一例

（消火活動：消防本部）

災害時における多様な主体との
具体的な連携手法を構築

23


